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私
の
父
ば 、
家
業
の
薬
対
経
営
の
か

た
わ
ら
俳
句
の
道
を
歩
み 、
ま
た
生
涯

に
わ
たっ
て
突
に
丹
念に
日
記
をつ
け

て
い
た 。
俳
句
は 、
際
村
巨
激
主
宰

『
側
海』
の
段
高
幹
都
同
人
で
あっ
た

が 、
諸
般
の
取
締
で
生
前
に
句
集
を
世

に
問
う
こ
と
は
で
き
な
かっ
た 。
去
る

六
月
の
父
の
二
十
三
回
忌
ま
で
に 、
父

の
句
集
を
刊
行
す
る
こ
と 、
そ
の
た
め

に
も
父
が
3
き
残
し
た
膨
大
な
は
の
臼

記
を
読
了
す
る
こ
と
を
秘
か
に
決
意
し

て
い
た
私
は 、
多
忙
な
目
的舶
の
合
い
間

を
縫っ
て 、
郷
附品
の
松
本
の
山
荘
で
し

ば
し
ば
週
末
を
過
ご
し 、
『
附
防
句
集

｜｜
人
と

作目
立
〈
東
洋
出
版
印
刷〉

を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た 。

幸
い
に
し
て 、
思
わ
ね
反
容
が
あ

り 、
郷
土
の
新
聞
や
中
央
の
俳
句
誌
に

も
段
々
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
望
外
の

こ
と
で
あっ
た 。

父
は 、
戦
後
の
一
時
期 、
短
歌
に
も

親
し
ん
だ
よ
う
で 、
信
州
の
短
歌
雑
誌

『
朝
霧』
創
刊
号
〈
昭
和
二
十
八
年
十

一一
月〉
に
は 、
「
な
に
ご
と
も
心
足
ら

ざ
る
を
かへ
り
み
て
人
を
憎
ま
ず
文
化

の
日
を
迎
ふ」
「
焚
火
か
こ
む
男
女
労

働
者
の
府
組
し
に
仰
ぐ

衆
較
の
徽
は
其

白
し」
な
ど
八
首
が
絞っ
て
い
る 。
こ

の
第
一
れ
は 、
父
が
家
来
に
し
く
じっ

て
失
訟
の
と
き
の
も
の
で 、
「
五
十
余

年
の
過
去
は
品川
ら
ぬ
も
の
な
れ
ば
い
さ

ぎ
よ
く
ゆ
くい
ぱ
ら
の
道
を」
（
『
朝

霧』
昭
和二
十
九
年
二
月
号）
と
対
を

成
し 、
「
逆
境
に
作
つ
人
心
知
る
秋

ぞ」
と
紘
ん
だ
俳
句
と
同
じ

心
協
の
も

の
で
あ
ろ
う 。
そ
の
父
が
同
じ

時
期に

「
返
ま
し
き
乳
房
の
を
と
め
出
動
の
足

な
み
か
ろ
く
ホ
ワ
イ
ト

の
靴
を」
と
吹

っ
て
い
て 、
父
の
思
わ
ぬ
断
而
を
再
発

見
し
た
の
だ
が 、
か
な
り
の
ち
の
『
朝

霧』
発
刊
百
号
記
念
号
（
昭
和
三
十
七

年
九
月
号〉
に
は
「
歌
の
台
を
枕
辺
に

位
く
を
慣
い
と
す
る
荻村吋
の
心
や
す
ら

け
く
し
て」
ほ
か
一
首
が
同
人
の
代
淡

作
の
よ
うに
絞っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

る
と 、
短
歌
も
附
統
的
に
除
ん
で
い
た

よ
う
で
あ
る 。

『
籾
霧』
は 、
亡
き
山
村
糊
四
郎
氏
が

主
宰
し
た
歌
誌
で 、
若
山
喜
志
子
先
生

の『
創
作』の
支
社
の
よ
う
で
あ
り 、
父

は
友
人
の
水
野
鈴
夫
氏
や
介
深
策
子
さ

ん
と
の
御
縁
で
参
じ
た
の
で
あ
ろ
う

が 、
一
方 、
父
は
M松
本
の
い
わ
ば
地
方

文
化
人
の
よ
う
な
存
俗
で
も
あっ
た
た

め
か 、
当
時 、
絞
本
近
郊の
欠
の
対
に

よ
く

投
宿
さ
れ
て
い
た
若
山
w世
志
子
先

生
法
し
ば
し
ば
わ
が
家
を
訪
れ
ら
れ

た 。
私
が
中
学
校
の
一
年
生
の
頃
で 、

水
彩
｝酬
が
県
日開
に
入
選
し
つ
づ
け
て
い

た
の
で 、
そ
の
作
品
を
褒
め
て
い
た
だ

い
た
り 、
絵
本
音
衆
院
で
鈴
木
鎖
一
先

生
に
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
を
閉山っ
て
い
た
の

で 、
宵世小炉心
子
先
生
の
ま
え
で
一
的
お
弥

き
し
た
り
し
た
記
憶
も
あ
る 。
若
山
牧

水
未
亡
人
と
い
う
よ
り
は 、
優
し
く
て

上
品
な
白
裂
の
背
の
高
い
一
老
婦
人
と

言っ
た
感
じ
で
あっ
た
が 、
き
り
り
と

引
き
締っ
た
眼
尻
の
畑山
に
は
烈
判
的
な

陥叫
が
い
つ
も
輝
い
て
い
た 。

父
は
晩
年
の
闘
病
生
活
に
な
る
と 、

さ
ら
に
短
歌に
も
ね
を
出
し 、
「
朝
日

う
け
て
新
宮
映
ゆ
る
来
鞍
は
わ
が
病
慾

へ
真
向
い
て
鋒つ」
と
い
っ

た
欲
を
残

し
て
い
る
が 、
私
は 、
こ
れ
ら
の
父
の

短
歌
に
つ
い
て
は 、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
顧
み
た
こ
と
が
な
かっ
た 。

な
に
し
ろ 、
松
本
平
に
ゆ
か
り
の
有

名
な
歌
人
は 、
む
山
官廿
志
子
先
生
以
外

に
も 、
山
本
亦
彦 、
相叫
凶
笠
和 、
太
川

水
砲 、
土
Mm
文
明
ら
と
数
多
〈 、
そ
の

歌
碑
も
あ
ち
こ
ち
に
立っ
て
い
て 、
お

の
ず
と
歌
心
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
あ
る 。
務
山
喜
志
子
先
生
の
欧

で
は 、
「
ふ
る
さ
と
の
臼
汲
を
巡
み
以

く
さ
の
り
ん
だ
う
の
花
ば
摘
む
に
よ
し

な
し」
が
布
名
で 、
ご
郷
阜
の
J
R
村

井
駅
前
の
歌
碑に
も
刻
ま
れ
て
い
る

が 、
私
に
は
次
の一
首
が
忘
れ
が
た
い 。
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パ
レ
ッ
ト

に
語
り
つ
つ
示
す
浪
色
の

微
妙
を
今
日
の
あ
そ
び
と
はす
る

弘
円
九日が
水
彩
前
を
今
も
と
き
ど
き

鮒
く
か
ら
で
あ
ろ
う
か 。

随筆　混色の微妙　『短歌現代』2月-1991.02.01



八
後
記
V

特
集
八
動
物
考
〉
は 、

動
物
を
観
自然
し
歌
う
こ
と

に
よ
っ

て 、

い
ま
の
人
間
の
生
き
方
ゃ 、

歌
の
こ
と

な
ど
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
試
み
で
す。

前
上
野

動
物
幽
々

長
の
中
川
志
郎
氏
か
ら
は 、

随
筆
「
私
と

動
物
」

の
貨
重
な
体
験
を
お
お
き
頂
き
ま
し
た。

ま

た
評
論
四
節 、

二
十
四
歌
人
の
動
物
詠
と
共
に 、

昨

年
十
一

月
号
の
短
歌
新
聞
で
「
皆
で

H
動
物H

を －
d

も
う
」

と
呼
び
か
け
て
行
わ
れ
た
上
野
動
物
凶
吟
行

の
報
告
と
写
真 、

即
吟
行
二
十
九
行
を
ぬ
状
し
ま
し

た。。
玉
城
徹
氏
の
「
大
正
世
代
の
歌
」

は 、

平
成
一

年

一

月
分
か
ら
述
紋
さ
れ
ま
し
た
が 、

今回
万
ま
で
二
十

次
号（
三
月
号）
予
告
H

特
集
・

現
代
歌
人
協
会
賞
の
作
家

四
回 、

七
十
二
人
の
歌
人
に
つ
い
て
の
執
悠
が
お
わ

り 、

あ
と
－vu
柊
二
歌
集
『
級
金
の
森』

を
残
す
の
み

と
な
り
ま
し
た。

こ
れ
は
次
号
に
掲
絞
と
共
に 、

現

代
短
歌
全
集
の
別
巻
と
し
て
発
刊
す
る
手
筈
に
な
っ

て
居
り
ま
す
の
で

御
期
待
阪
い
ま
す。

次
uv
は
「
特
集
・

現
代
歌
人
協
会
立
の
作
家
」

、

昭
和
三
十
二
年
第
一

回
か
ら

三
十
四
阻
ま
で
の
受
賞

歌
人
達
の
新
作
七
首
の
発
表
と

な
り
ま
す。

合
わ
せ

て
「
大
悟
法
利
雄
・

追
悼
特
集
」

を
い
た

し

ま
す

が 、

そ
の
細
川川
中
に
「
僑
」

主
宰
・

横
山
市町
一

氏
の

計
紛
が
mm
き
ま
し
た。

昨
年
か
ら
歌
岐
に
大
切
な
方

迷
を
次
き
次 e
き
に
失
っ

て 、

陥
禍似
た
る
思
い
を
桃川
じ

え
ま
せ
ん 。

挫
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ

ま
す。

。巻頭作品（25首）－··・H・－一…秋葉四郎
作品（13['1)...鈴木英夫，i::1凶修二，reE

捌宏、万子，，石川恭子，御供平佑，山形
総子，中村節子，井上美地。

作品 （ 7 首〉…浜 田 康敬，佐々木妙ニ，
水野美知，礁聞のぼる，桜木弘吾他。

e特集・現代歌人協会貨の作家本

協会貨の意義…近藤芳笑。協会賞の
受賞作家逮…来鳴鏑生。 ’作品（7首［）
…迷山光栄，塚本邦雄， ruぬJgι子，長
沢一作．倉地与年子，消水wnt，岡野弘
彦，大内奥玄関S， 川島忍代詩，佐佐木孝
綱，竹内邦"Mt細川!Tu1t三，河野総子，i也閃
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百Ii!辻都子，l待問則雄，￥�·ななも，阿木r�
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治郎， 依万智，米川千嘉子，辰 巳 泰子他。

e追悼・大悟；去利雄$
総輸…白井洋三。各論…竹中trニ，大

桜 若手，小島宗二，石図耕三。
恩い出…m回I,!:一郎，中野栄j失，片山

忠美子，谷 邦夫，倉威光一，他。
利雄の歌…加藤克巳，石本経一，川崎

みや子，桜井淑，芝崎久1ti，向的健一｛由。
大悟法利雄百首。 。年始。 写真。

好評連載・随筆一大竹新!VJ, i\:iQ沢il�I
チ。 古代中世処々…窪田T,1-111ら アラ
ラギ議容解飽…吉村隆人。 大正世代の
歌25…玉獄微。 リレ一連載・わが主張
わが歌論…凶叡栄子。 文捜E寺痩歌壇の
巨星たち15…大悟法利雄。 馬場あき子
短歎セミナー＠。歌人目乗…宮岡昇。
結社の編集訴…かぐのみ。 歌澄時評…
石本隆一。 歌壇作品評… 悶谷鋭。 新刊
紹介…Tl'i村八洲彦。 小議会 …小野氏l二
口11， 今!llf好夫， H寺国則f�li， 水区（紫苑。
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